
幼
稚
園
、
保
育
所
へ
の
絵
本
の
貸
し
出
し

ケ
ル
ナ
ー
広
場
の
拡
充

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

有
害
鳥
獣
対
策
柄か

ら
さ
わ沢 

髙た
か
お男

（
新
風
会
）

地
域
防
災
力
の
強
化

健
康
づ
く
り
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

丸ま
る
や
ま山

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

学
校
施
設
の
管
理

伝
統
芸
能
の
継
承

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

議員名下のQRコードの読み込みで一般質問の録画配信をご覧いただけます。なお、パケット通信料が発生しますので、ご承知おきください。

議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・説明を求め
たり質問することをいい、毎定例会で行われます。　※質問者順で掲載しています。

一般質問市政を問う

新
生
児
聴
覚
検
査

新
町
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

放
射
線
被
害
対
策

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建
設

大お
お
た
け竹 

隆り
ゅ
う
い
ち一

（
新
風
会
）

市
民
の
足
の
確
保

技
能
継
承
す
る
た
め
の
支
援

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

（5） （4）

と
思
う
が
、
本
市
の
伝
統
芸
能
教
育

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

小
学
校
の
中
・
高
学
年
の
音

楽
の
授
業
で
は
、
和
太
鼓
を
使
っ
た

音
楽
づ
く
り
に
お
い
て
、
お
は
や
し

の
リ
ズ
ム
づ
く
り
や
ソ
ー
ラ
ン
節
の

器
楽
合
奏
、
地
域
の
民
謡
や
箏そ

う

、
尺

八
の
鑑
賞
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校

で
は
、
箏そ

う

や
笙し

ょ
う

、
篳ひ

ち
り
き篥
な
ど
に
実
際

に
触
れ
、
音
楽
を
聴
き
、
わ
が
国
の

伝
統
や
文
化
を
理
解
す
る
学
習
や
、

歌
舞
伎
の
長
唄
や
能
楽
の
謡
曲
を
鑑

賞
し
な
が
ら
口
ず
さ
む
な
ど
伝
統
的

な
歌
唱
を
実
際
に
体
験
し
て
い
る
。

質
問　

行
政
の
指
定
避
難
所
が
小
学

校
区
単
位
で
あ
る
た
め
、
そ
の
単
位

で
住
民
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
が
訓

練
の
実
効
性
を
高
め
る
と
考
え
る
。

各
小
学
校
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地

域
づ
く
り
活
動
協
議
会
に
防
災
部
会

を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁　

ま
ず
は
地
域
防
災
力
強
化
の

要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
設
置
や

そ
の
充
実
を
推
進
し
た
い
。
現
在
62

％
の
組
織
率
を
平
成
31
年
度
ま
で
に

80
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
未
設

置
の
町
内
会
に
働
き
か
け
て
い
る
。

質
問　

以
前
の
一
般
質
問
で
提
案
し

た
届
出
避
難
所
登
録
制
度
が
始
ま
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
弁　

市
指
定
の
避
難
所
と
は
別
に
、

よ
り
身
近
な
町
内
公
民
館
等
を
避
難

所
と
し
て
登
録
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

市
民
が
主
体
的
に
開
設
し
運
営
す
る

避
難
所
で
、
指
定
避
難
所
と
同
じ
よ

う
に
救
援
物
資
を
届
け
る
。

質
問　

健
康
へ
の
市
民
意
識
の
向
上
、

健
康
増
進
と
予
防
の
後
押
し
と
な
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
市
が
実

施
す
る
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
参
加
で
ス
タ
ン

プ
を
押
し
、
市
内
企
業
提
供
の
景
品

等
と
交
換
で
き
る
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
事
業
を
提
案
す
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　

他
市
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

も
参
考
に
し
つ
つ
、
効
果
的
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
方
法
等
に
つ
い

て
、
市
民
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
仕
組
み
を
研

究
し
た
い
。

技能祭で椅子づくり

質
問　

市
内
小
・
中
学
校
の
樹
木
管

理
の
予
算
配
分
と
学
校
要
望
の
現
状

は
。

答
弁　

各
学
校
の
樹
木
剪
定
予
算
は

年
間
約
10
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

本
数
が
多
い
場
合
や
高
木
の
場
合
な

ど
、
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
で
き
な

い
時
は
教
育
委
員
会
予
算
で
対
応
し

て
い
る
。
学
校
要
望
で
多
い
も
の
は

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
駆
除
で
、

本
年
度
は
校
庭
の
桜
の
木
に
大
量
発

生
し
た
た
め
、
樹
木
剪
定
と
併
せ
て

駆
除
し
、
小
学
校
３
校
、
中
学
校
２

校
は
教
育
委
員
会
予
算
で
対
応
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
７
校
で
安
全
性
の
観

点
か
ら
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
高
木
の
剪

定
も
教
育
委
員
会
予
算
で
実
施
し
た
。

今
後
も
緊
急
性
や
危
険
性
を
第
一
に

考
え
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

地
域
の
伝
統
芸
能
を
受
け
継

ぐ
こ
と
や
そ
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ

と
は
大
き
な
教
育
効
果
に
つ
な
が
る

質
問　

読
み
聞
か
せ
が
も
た
ら
す
効

果
は
大
変
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
図

書
室
の
な
い
幼
稚
園
、
保
育
所
等
へ

絵
本
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
せ
な
い
か
。

答
弁　

市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
は
１
１
７
園
あ
り
、

貸
し
出
し
専
用
の
絵
本
が
相
当
数
必

要
に
な
る
。
ま
た
、
図
書
館
か
ら
配

送
す
る
車
両
や
人
員
の
確
保
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
団
体
貸
し

出
し
を
活
用
し
、
今
後
、
各
施
設
の

要
望
等
を
よ
く
調
査
し
た
い
。

質
問　

ケ
ル
ナ
ー
広
場
は
大
き
い
子

と
小
さ
い
子
が
混
在
し
て
遊
ん
で
お

り
、
少
し
危
険
だ
と
の
声
が
あ
る
。

幼
児
向
け
遊
具
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

来
年
度
、
ケ
ル
ナ
ー
広
場
に

隣
接
し
た
場
所
に
幼
児
向
け
遊
具
の

設
置
を
進
め
た
い
。

質
問　

市
役
所
の
障
が
い
者
雇
用
は
、

身
体
障
が
い
だ
け
だ
が
、
知
的
や
精

神
障
が
い
者
の
就
労
を
今
後
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
、
障
が
い
者
と
配
慮

あ
る
接
し
方
を
す
る
た
め
の
広
報
啓

発
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

一
部
の
自
治
体
で
は
、
身
体

障
害
者
に
限
定
せ
ず
採
用
試
験
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
、
法

律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後
の
採
用

試
験
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
障
害
者
へ

の
情
報
発
信
と
し
て
、
各
種
情
報
紙

を
発
行
し
て
い
る
。
今
後
、
先
進
事

例
等
も
参
考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

県コンベンション施設外観イメージ

質
問　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
放
射

線
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
組
織

的
に
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
。

答
弁　

平
成
23
年
６
月
に
東
日
本
大

震
災
影
響
対
策
室
を
設
置
し
、
市
内

企
業
へ
の
影
響
や
農
業
の
風
評
被
害

調
査
、
全
市
的
な
空
間
放
射
線
量
の

測
定
や
部
分
的
な
除
染
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
は
、
環
境
部
環
境
政
策
課

放
射
線
対
策
担
当
で
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

放
射
線
被
害
の
状
況
と
現
在

ま
で
に
支
払
わ
れ
た
賠
償
金
額
は
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
は
。

答
弁　

東
京
電
力
か
ら
本
市
に
支
払

わ
れ
た
賠
償
金
は
、
合
計
で
約
12
億

７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
内
訳
と
し

て
は
上
下
水
道
な
ど
の
汚
泥
や
焼
却

灰
の
処
理
、
は
ま
ゆ
う
山
荘
等
の
利

用
客
の
減
及
び
入
湯
税
の
減
額
分
、

食
品
検
査
や
給
食
検
査
が
あ
り
、
汚

泥
等
の
処
理
と
食
品
検
査
は
、
現
在

も
継
続
し
て
賠
償
を
受
け
て
い
る
。

質
問　

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建

設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
土
地
交
換
の

内
容
と
交
換
後
の
利
用
は
。

答
弁　

競
馬
場
跡
地
内
に
は
県
有
地

と
市
有
地
が
混
在
し
て
お
り
、
県
が

市
有
地
を
取
得
し
、
代
わ
り
に
市
が

城
南
運
動
場
や
城
南
プ
ー
ル
の
県
有

地
を
等
価
交
換
で
取
得
す
る
。
交
換

し
た
土
地
は
、
高
崎
ア
リ
ー
ナ
や
城

南
野
球
場
利
用
者
の
利
便
を
図
る
た

め
、
５
０
０
台
の
立
体
駐
車
場
の
建

設
用
地
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
く
。

質
問　

市
街
地
ま
で
イ
ノ
シ
シ
が
出

て
く
る
最
近
の
傾
向
を
市
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
捕
獲
頭
数
は
。

答
弁　

山
の
ド
ン
グ
リ
が
豊
作
か
凶

作
か
で
野
生
動
物
の
行
動
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
こ
と
し
は
不
作
の
た

め
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、

農
作
物
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
10
月
末
で
５
８
３
頭
、
前
年

度
の
約
１
・
７
倍
捕
獲
し
て
い
る
。

質
問　

本
市
の
農
作
物
の
被
害
状
況

や
面
積
は
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答
弁　

平
成
27
年
度
の
被
害
額
は
、

２
３
５
７
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
、

６
・
６
％
増
加
し
、
面
積
は
18
・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
対
策
と
し

て
、
有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
に
よ
る

捕
獲
と
電
気
柵
な
ど
に
よ
る
防
除
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
里
と
の
間
に

緩
衝
帯
を
つ
く
り
、
野
生
鳥
獣
が
出

没
し
に
く
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

質
問　

有
害
鳥
獣
が
頻
繁
に
現
れ
る

状
況
で
市
民
の
安
心
・
安
全
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

答
弁　

イ
ノ
シ
シ
等
の
出
没
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
近
隣
の
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
等
に
注

意
喚
起
を
促
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
実

施
隊
を
要
請
し
て
迅
速
に
捕
獲
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽
減
や
警
察

等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
市
民

の
安
心
・
安
全
と
い
う
視
点
か
ら
も

対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
在
、
高
崎
市
議
会
で
は
、

聴
覚
障
害
者
の
「
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
手
話
が
使
え
る
社
会
に
」
と
の
思

い
を
受
け
、
手
話
言
語
条
例
の
制
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
ま
れ
つ
き

耳
が
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
の
言
語
獲

得
に
は
、
早
期
の
新
生
児
聴
覚
検
査

が
重
要
で
あ
る
が
、
内
容
は
。
ま
た
、

検
査
費
用
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　

出
産
し
た
医
療
機
関
で
検
査

を
実
施
し
て
い
る
が
、
義
務
付
け
や

保
険
適
用
が
な
く
、
医
療
機
関
に
よ

り
対
応
が
分
か
れ
る
。
現
在
、
全
額

自
己
負
担
で
あ
る
が
、
県
が
医
師
会

と
検
査
費
用
の
県
内
統
一
等
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
協
議
結
果
が
示
さ

れ
た
段
階
で
速
や
か
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

新
町
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

既
に
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
開
始
し
、

設
置
位
置
な
ど
を
調
査
し
て
い
る
。

来
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
協
議

が
調
い
次
第
、
事
業
を
実
施
し
た
い
。

質
問　

新
町
地
域
で
は
、
洪
水
被
害

の
際
、
線
路
を
北
か
ら
南
へ
渡
り
避

難
す
る
。
電
車
の
緊
急
停
止
な
ど
で

踏
切
の
遮
断
機
が
下
り
た
ま
ま
に
な

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

答
弁　

Ｊ
Ｒ
社
員
の
安
全
確
認
に
よ

り
、
手
動
で
遮
断
機
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
新
町
地
域
の
５

か
所
全
て
が
遮
断
中
に
な
る
こ
と
は

な
い
た
め
、
迂
回
し
て
も
ら
う
よ
う

Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
市
民
周
知
に
努
め
る
。

質
問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
高

齢
者
向
け
買
い
物
支
援
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
交
付
事
業
が
有
効
と
思
う
が
、

経
過
や
全
市
域
へ
拡
大
す
る
考
え
は
。

答
弁　

長
野
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
平
成
25
年
12
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

27
年
度
か
ら
モ
デ
ル
地
区
以
外
に
も

拡
充
を
図
っ
た
。
町
内
会
の
協
力
が

不
可
欠
な
こ
と
も
あ
り
、
拡
大
し
て

い
な
い
が
、
今
後
、
現
在
の
利
用
実

態
等
を
再
度
検
証
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
者
に
限
ら
ず
広
く
市
民

の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

が
効
果
的
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

事
業
の
導
入
は
、
既
存
の
鉄

道
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
を
減
少
さ
せ
、

公
共
交
通
網
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
バ
ス
路
線
が
近
く
に

な
い
地
域
に
限
定
し
、
自
宅
あ
る
い

は
指
定
の
地
点
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス

停
ま
で
と
い
う
よ
う
な
、
既
存
の
公

共
交
通
と
連
携
し
た
利
用
方
法
が
考

え
ら
れ
る
。
高
齢
者
福
祉
や
商
業
に

関
す
る
部
門
等
と
も
連
携
を
図
り
、

先
進
事
例
の
情
報
収
集
な
ど
を
踏
ま

え
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

卓
越
し
た
技
能
を
継
承
す
る

た
め
、
技
能
者
の
育
成
に
限
定
し
た

支
援
策
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁　

関
係
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
技
能
者
の
育

成
、
技
能
の
継
承
に
効
果
的
な
支
援

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

まめ知識●箏
そう

、笙
しょう

、篳
ひちりき

篥
 箏 ：柱（じ）と呼ばれる可動式の支柱で弦の音程を調節する弦楽器のこと。
 笙 ：雅楽などで使う、17本の竹を円形に配置し、金属製のリードを振動させて音を出す管楽器のこと。
篳篥：雅楽や神楽などで使う、漆を塗った竹の管で作られた縦笛のこと。

まめ知識●インセンティブ（P4参照） 企業や組織、人に対してやる気を起こさせる、目的を達成させるための動機付けのこと。

P5参照


